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1

清原 正 室

多彩な芸術活動 に着手 し ､ 詩作の 真似事も して い た長兄 の 影響か らか ､ 青年の レイ モ ン ･

ル

ー

セ ル は ､ ヴィ ク トル ･ ユ ゴ ー

の ある詩篇 ( A u L T e G u )
'

t a r e) の 末尾 に ､ そ の 冒頭の 詩 節2 と対

応す る ､ 相称的な四行辞 ( 上記) を付加 して は興じて いた ､
とそ の 創作 手法 の秘密を告白する

遺著の 余白 におい て 述懐 して い るが ､ その 言及の 仕方 , 時期 ､ 場所があまりに唐突なの で ､ こ

こ に この詩人 の 代名詞 となっ た ｢ 手法+ ( p r o c占d6) の 予兆なり萌芽なりを推定す るの は早計で

あると して も､ 何らか の 関係 を想定 し ､ 穿馨 しよう とす る の は , やはり入り穿で あろうか ｡ レ

イモ ン ･ ル ー

セ ル ー ー 彼は自分自身を ユ ゴ
ー や ダンテ ､ シ ェ イ クス ピア に 比肩す べ き逸物 と評

価して い た - -

の 作品とそ の 創作手法とに精通 して い る の で あれ ば､
こ こ に 6 c h e c や d o u bl u r e

と い っ た, こ の 作家8耳お ける特徴的な符牒を ､ 過去を再生 させ る とい う円環の 閉塞を､ 彼が庶

幾して いた ｢ 幾許か の死後の 開花3+ の 伏線を看取す るの も
ー

興で あろうが ､ 事実として 指摘さ

れる の は､ 彼 の 処女詩篇 『我が魂』 ( M o n A
^

m e
,
1 8 9 7) が ､

『ヴイ ク トル ･ ユ ゴ ー の 魂』 ( L
'

A m e

d e V)
'

c t w H u g o) と改題さ れ､ 三十五 年後に ､ つ まり彼が死去す る
一

年前 に再刊 (『新 ア フリカ

の 印象』 に併載) さ れて い る こ とで ある o

この 詩篇 『我が魂』 には ､ ジャネ博士 の診断書に遍在する誇大妄想 ､ または自己顕示が , そ

れ以上 に ､ この 詩人の静的創造の 過程その もの が四行詩に加工 され ､ 既刊未刊の区別なく , 後

年の 著作に おいて 結晶化す る特権的な諸要素が随所 に点綴されて おり ､ また ｢ 手法+ の 人工性

がまだ介在 して い ない ､ 彼 の 詩編中 ｢1 e p l u s 《i n sp i r6》
4
+ と される詩 作で もある ｡ そ の 意味
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で は , ミ シ ェ ル
･

レリス が推測す る ように ､ 彼の ｢ 最重要な作品5+ と目される詩篇であ り ､ ル

- セ ル の 諸神話を規定す る もの の 大部分が､ すで に こ こ に集 約され､ 遍在 し ､ 交響 して い る の

で ある ｡ 以下の 小論で は､
この 詩篇における上記の 諸要素､ 照射す るもの と反照す るもの との

照応 ､ 楽音と嘆音との 共鳴､
｢ 火 と水 との 相克

6
+ とに着目 し､ さ らにはそれを内外の 関係に数

行する ことで ､ こ の 詩篇の位置を測定 しようとす るもの である ｡

｢我が魂+ の 構成

S e d z
･

e S s e r u D P U bll
'

c .
7

『我が魂』 は三部構成で あり ､ 全五 四四行の 内訳は ､ 第 一 部が三二 ○行 ､ 第二 部が
一 九 二 行 ､

第三 部が三 二 行 と ､ 偏向が顕著で あるが､ 第三部 は主題の 再現部 である とすれば､
『ア フリカの

印象』 の 構成が提示部 と展開部 とに大別 される ように ､ 表面的に は ､ そ れぞれ の 末節 を 一 瞥す

る と ､ 夢 と現を境界 として ､ これもまた二 分されて い る ｡

場景の継起が 馴ま終始
一

貫 して い る第
一 部と比較す る と､ 映像の 変転す る策 二 部は ､ 挿話が

断続的 に倣入され , 入れ子構造 をなす後年の散文作品を紡沸と させ るが ､ これが ｢ 纏綿す る悪

夢+ で ある ことと関係する の か ､ 昼間に進捗して いた詩作の 作業は, 夢裡で は難航する ｡ むし

ろ彼の ｢ 意 に反 し+ ､ 詩作 の装置 は夜間におい て活性化 し､ ある意味で は暴走 し､ 収拾が つ かず､

制御が不能とな っ た詩人は ､ 彼自身の 脳髄が描出する幻想 に翻弄 され､ 自らの魂の 深淵､ 詩句

を生産す る ｢ 巨大な溶鉱炉+ に墜落するまで にな る ｡

第
一 部との相違､

こ の 破綻の 原因を指摘す るに は､ こ の詩篇の 構成を概観すべ きだろう｡ 第

一 部 ､ 第二 部を通 じて , 中心となる場景は ､
｢無尽蔵の鉱山+ で ､ そ こ に詩句を産出す る ｢ 深淵+ ､

火焔が燃え盛 る ｢不凍の 竪坑+ があり､ そ の周囲では職人たちが騒音 の 只中で ､ その 火焔から

奔出す る ｢ 詩 句の 柔術の 黄金+ を金鉄で摘出し､ 鍛造 して い る ｡ 詩人は火勢を調節しつ つ ､ こ

の ｢ 奇妙な工場+ の
一 切を統轄して い る ｡ 視線は､ この 溶鉱炉に燃料を供給し､ 鉱山と海港を

往来する石炭商人を捕捉 し ､ そ こか ら海上 と海港の 場景
へ と移行する ｡ 水平線 の彼方か ら世界

各国の 船団が入港 し､ 馬上の 詩人は上陸した群集を引率 しなが ら帰還するが ､ その 途中におい

て も､
｢広大な帝国+ の 各地か ら来集した ｢我が臣民たち+ が､ さ らに この行列 に参加 し､ ｢ ル

ー セル信奉者たち ( r o u s s ellat r e s)+ の
一

行は不断に増加する ｡ 詩人は愛馬の 敬上で 作業に没頭

して い るが ､ 文字 どお り白熱す る作業に肱惑され , 離町状態 にある信奉者たちがその 周 馴こ蛸

5
1
'

b 1
'

d .
6
R a y m o n d R o u s s el , m u T T e S I P a u v e rt , 1 9 9 4 ･ p A l ･以下 ､

｢+ で注記の なし鴫 の 壮 ､ す べ て同書に

収録された M o n A m e からの 引用で あるo
7
p a u l V a16 r y , 助 v T e S LL G alli m a rd , 1 9 7 0 , p ･ 6 3 2 ･
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集 し ､ ｢ 私を判読 し+ ､ 拝脆 し ､ 祈祷を､ 賛美歌を斉唱しながら ､ そ の 模様 を注視 して い る ｡ や

がて 黄昏と睡魔が到来す る と, 詩人 は作業を完遂 させ ､ 竪坑は 鏡火 し ､
ト 切が終息 し､ 私 〔詩

人〕 は就眠する+ 0

前記の ように ､ こ こ第 一

部には ､ 大 凡 三 つ の シ ー ク エ ンスが設定 されう るだろう ｡ そ の ほ と

ん どが ､
『眺望』 を筆頭とする ､ 後年の作品 における執翰な叙述 を紡排させ る ような場景 の描写

に終始 し ､ 実際に この 詩的装置が産出す る ,
い わ ば挿入詩は､

-

ケ 所 の み (V . 2 7 1 , 2 8 0) で あ

る ｡ と ころ が第二 部になる と ､ 沈静 したはずの 竪坑が再発火 し ､ そ こか ら詩句の 断片が ､ 詩 人

の 統御す る 能力を圧倒す る ほ ど次 々 と奔出して は散逸 し, また挿入 詩
一

狩猟､ 劇場 ､ 舞台背

景 ､ 画肪に乗船する夫婦 の 場景 -

の 関係は ､ 論理的 に解決す べ き ｢ 事 実の 方程式8+ を現出さ

せ る ｢手法+ の 介在 がない た めか ､

一

貫性 , 論理性 の ある流暢な シ ー

ク エ ンス を構成す る こ と

なく , 反対 に無力 となっ た詩人 を抑輸す るか の ように次々 と急転し ､ 彼 を翻弄する ｡

M a lg r 6 m o i l e f e u s e r a n i m e

C o n s七a m m e n t , e t la ., t o u t e n h a u t

J e v oi s s o r ti r u n e m a x i m e

D o n tj e n e c o m p r e n d s p 乱 s u n n o t . (V 3 5 7 I 3 6 0)

M ai s j e n e p e u x t r o u v e r l a s u it e

E t d a m s l a fl a m m e p l u si e ll r S f oi s

L a m 昌m e p h r a s e e st r e p r o d u it e

E t r et o m b e a u f o n d p a r s o n p oid s . 〟 3 6 9 ･ 3 7 2)

J e m e d 6 s ol e e t j e m e l a 告s e

D e n e ri e n i n v e n t e r d e b o a
,

E t p a r u n eff o rt j e r a m a s s e

Åt e r r e un m o r c e a u d e c h a r b o n . ”. 3 7 7 I 3 8 0)
9

ところ で , 詩句を産 出す る の は ､ そ して これ らを鍛造 し , 鎮刻する の は ､ 厳密には ｢ 私+ で

あると ころ の詩人で はな い ｡ 前者は竪坑の火焔で あり ､ 後者は彼の 手足 となっ て 労働す る職人

たち の 補佐が不可欠で ある ｡ そ して 竪坑 - 彼の 脳髄に燃料を供給す る石炭 商人も､
｢ 我が詩篇､

我が栄光 , そして私+ ･( V . 2 5 2) を讃美す る ｢ ル ー セル信奉者たち+ も いな い c 詩人の 支配を成

8
R ･ R o u 8 8 e l

,
C o m m e D t ･ ･ ･ , O P ･ C )

'

t ･ , P . 2 3 .
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立させ る これらの 不在 こそ が, 第 一 部と第 二部の 相違点で あり, 詩人の 統轄す る創作 の 営為 を

破綻させ るもの で あろう ｡ 『ロ クス ･

ソルス』 の 天才科学者, マ ル シ ヤ ル
･ カ ントレル にも ､

一

連 の 作業を扶翼す る助手が存在 し ､ 事物と事物の 予期せぬ 関係を確立 し, 前代未聞の 発明品を

完成 させ る には ､ それなりの 媒介物 ( ヴィ タリウム や レジ ュ レクテ ィ ー

ヌ の ような) が必要で

あ っ たよ う に , むしろ これらが ｢ 我が詩篇､ 我が栄光 ､ そ して 私+ を完成 させ るの に不可欠な

もの なの で ある ｡

帝人の新生

S
'

i m it e r s oi - m 昌m e .

Il e st e s s e n ti e l p o u r l
'

a rti st e q u
'

il s a c h e s
'

i m it e r s oi ･ m 色m e .

( … ) L
'

a rti st e p r e n d p o u r m o d占1e s o n m eill e u r 6t a t .
10

一

九 二 ○年代 ､ ル
ー

セ ル はその 当時着手 して いた詩作 (『新ア フ リカの 印象』) を中断してま

で 二 編の 戯曲を創作して い るが ､ 前者の 『額の 星』 ( L
'

E t o l
'

1 e a u F r o n t, 1 9 2 5) の上演は ､ シ ュ

ル レアリス トたちの 介在もあっ て ､ 前作の 『ロ クス ･

ソル ス』 と同様 に ､ 彼の名前を悪名 とし

て
一

躍世間に浸透 させ た
一

大醜聞 とな っ たもの で ある ｡ それはさておき ､ この 題名は ､ 同戯曲

の
- 登場人物の 台詞 に よれば,

さまざまな分野 にお ける偉大な創造主が先天的に所有す る属性

の
一

つ ( とル
ー

セ ルが想定して いるもの) に由来して い る ｡ 額に何 らかの 証徴がある 人物は ､

それぞれが何らかの異能の持ち主であり､ そしてそれは勿論ル ー

セ ル自身も所有する と確信し

て い るもの で ある ｡ ｢ どう しろ というの ですか ､ なかなか爆発 しない砲弾があり ､ それらが爆発

す るとしたら ! 仕方ない じゃない ですか , 運命づけられた人 々 がい るの です ! 詩人が言う

よう に ､ 額 に火傷の ような療病があると実感され る ･ ･ ･

｡ 額にある燦然たる星が｡ そう ､ 私

は額に星があるの だ と実感 し､ それを失念 した ことは
一

度もありませ ん11+ ｡

選良の象徴 へ の 言及は ､ 彼の作 品を 一 読して い るならば, 馴染み の あ るもの で あり , 事実､

晩年の 『新ア フリカの 印象』 に到るまで ､ 幾度となく登場 し ､ 反復され るの だが ､ そ れは 『我

が魂』 におい て も同様で ある ( しか し, 後段 にお いて 論及する ように ､ その意味 , コ ンテク ス

トは同様で はな い) ｡

A u s sit 6t v e r s m oi , 1
'

o n s
'

a p p ell e ,

O n s
'

i n t e r r o g e , o n s e r e p o n d ,
′

9
日本譜訳は後段に併載 した拙訳を参照されたい ｡

10 p ･ v a16 r y , op . cl

'

t ･
, P . 5 4 6 1

l l
R . R o u s s el , C o m m e n t . . . , O P . a)

'

t .
, P .1 2 8 .
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Cit a n 七d e s v e r s q u
'

o n s e r a p p ell e ,

O n m e 丘Ⅹe
, s u rt o ll t a u fr o n 七; ( V 1 0 9 - 1 1 2)

ところで ､ 彼は韻文 の 小 説 『代役』 ( L a D o u bl u z,a
,
1 8 9 7) の 執筆中に ､ 彼に天才 を自覚 させ

る と同時に ､ 彼を 一 生涯煩悶させ る 病気の 原 因ともなる出来事 ､ ｢ 世界的な栄光の 感覚+ を実感

する とい う ｢ 奇妙な発作+ を体験 して い るが ､ 何故それが栄光を約束された詩篇ではなく ､ 作

中にお い て は失敗 が継起す る 小説 ､ 実際 に ｢ そ の 不成功が私 〔- ル - セ ル〕 に激烈な衝撃を惹

起 し ( 中略) , その 動揺が
一

種の 皮膚病を誘発す る12+ 結果 とな っ た小説 の 制作 中にあ っ て 生起

したの か ､ また､ 何故 この 処女詩篇が 『代役』 の 刊行後に発表されなくて は ならなか っ たの か o

おそ らく直接 の 回答 はな いだ ろうが ､ それ ゆえ別箇の 観点か ら 一 考す べ き余地はあろう ｡

前掲の 引用 にお い て ､ ｢ 詩人が言うように+ とル ー セルは表明して いるが , それはどの詩人な

の か o 彼が同 一 視して い る ユ ゴ ー なの か ､ または ダンテ ､ シ ェ イクス ピア なの か - おそ らく

これ らす べ て で あ り , すべ て で ない だろう ｡ 『我が魂』 は､ 《in s p i r6》 の 作品で ある と して も ､

｢ 何処かの文学の貯蔵庫か ら搬出 した1 3+ か の ような ｢ 平凡 な隠喰14+ を産出す る と同時に ､ こ

れ らの 集積体で もあるが , これ らを生成 し ､ 鍛錬し , そ して これら によっ て構築され る詩人の

鶴 -

畢尭す るに ､ 詩人自身 - は ､ 特殊な存在で ある と同時に嘗遠鈍器存在で あり ( 天命に
よ っ て選 出された天才 一 般が ､ 栄光の 感覚を直感したのか どうか , ル

ー セル は確認 しようと し ､

実際にそう したの だが ､ 期待した結果がえられずに落胆 した とい う) ､ そ して 彼は これを模倣す

る
- - ダンテ や シ ェ イク ス ピア に 同 一

化する よ うに ｡ ( 彼 の 周 囲の 同時代人たちが証言す る と

こうによ ると ､ 彼が物真似の 達 人で あっ たと い うが ､ 彼が ｢ 本当に成功 の 感触をえられた1 5+

の は音楽と物真似だ けで あ っ た｡) 換言す るならば ､ 虚構の 模倣に よる ､ それは ､ 分身の ､ 正 確
■ ● ●

に はむしろ代役の 創出 ( と同時に原像の担造) で あり (それゆえの 狂気で ある) ､ さらに これを

模倣する こと ､ 再生 ､ 再現す る こと , つ まり r e p r占s e n t a ti o n による
- 一 手法 に よる主要な散文

作品が ､ すべ て 戯曲に翻案されて い る ことも加味す べ きだろうか - -

､ 魂 の 浄化で あるの だ( そ

れ ゆえの馳勉量感5 で ある) ｡

R e g a rd a n t f u i r a u m ili e u d
'

ell e

L e a v e r s s u r gi s 8 a n t S a n 島 e ff o rt ,

D a m s l a p o s t6 ri t6 fi d占1 e

1 2
)
'

b )
'

d .

, p .2 9 .

1 3
A lai n R ob b e ･ G rill e t

,
P o u r u n D O u V e a U m m a n , M i n u it , 2 0 0 2 , p . 7 1 .

14
M ･ Le i ri s , o p - cl t .

, p . 7 3 .

1 6
氏. R o u s s el

,
C o m m e n t . . .

, O P . a)
'

t .
, P . 3 4 .

1 0 0



J e v oi s p l n s t a r d g r a n di r 氾 o n s o rt .

A c e tt e e x p l o si o n v oi si n e

D e m o m g e n i e u n i v e r s el

J e v o i s l e m o n d e q u i s
'

i n cli n e

D e v a n t c e m o m ; R a y m o n d R o Ⅶ s s el .

S u r l a t e r r e q u e j e d o mi n e

J e v oi s c e f e u c o n ti n u el

Q u i s e u l e t B a n s f r昌r e ill u m i n e

P a rt o u t l
'

u n i v e r s a ct u el . ”. 5 3 3 - 5 4 4)

額の 星､ 日夜 の 不断の 創造 ､ 爆発寸前の砲弾､ 内部の光源 ､ 世界 を遍照す る太陽 ､ 悦惚と と

もに殺到する群集､ そして栄光 ･
- 前述の ように ､ 爾来宿癖 とな る発作を経験 してか ら､ 彼

は当時の 心理学の 大家, ピエ ー

ル
･

ジ ャ ネ博士 の 患者 となる が ､ そ れらの 定期的な受診と治療

の 記録 を , その 遺著に再録 ( またして も再生 , 再現だ) して い る o そ こ にある述懐 ､ そ れは ま

さ しく 『我が魂』 の 詩人の 肖像 をなぞ るもの である ｡

傑作を創作して い る , または天才である とい う , 何か特異なもの が実感される の で す｡ ( 中

略) 私は栄光を実感 して い ました - ･

｡ ( 中略) この 栄光は
-

僻 の 現象であり, 確認された

事実で あり ､

一

個 の 感動で した ､ 私は栄光を享有 して い ま した - ･

｡ 私が執筆したもの は

光輝に囲続され ､ ( 中略) 発散される光線は 中国まで到達 し､ 夢中になっ た群集が我が家に殺

到 したで しょ う｡ 私は用心 して いましたが無駄で した ､ 光線 は私か ら渉出し , 四 壁を通過 し

て いきました , 私の内部に は太陽があり､ 私自身の 見事な閃光 を遮断する ことは不可能で し

た ｡ 各行は何千もの 部数にお いて反復され ､ 発光す る数千の 筆先で私は創作して い ました ｡

おそらく ､ こ の 書物の出版時 に , 燈々 たる この 光源は より 一

層露見 し､ 世界を照射して い る

で し ょ うが ､ 創造 され たもの で はありませ ん､ すで に私は内部に これを保有して い たの で

す ･ ･
･

｡

1 6

上記の よう に ､ 多少は変形 されて い るとはいえ, ル
ー セル の 全作品に通底する これらの 諸要

素は､ この 過程を通過する ことで ､ こ の 自閉的な世界全体に浸透 し ⊥ むしろ これ らの 諸費が

16
l
'

b l
'

d ･
, p p . 1 2 9 ･ 1 3 0

.

1 0 1



この 世界を創造 し , 絶え間なく再生産 して い く こ とにな るが ､ そ れは語費の 次元だけで は ない ｡

一

度構造が確立さ れれ ば､ 確立 された構造そ れ自体が反復さ れ､ 再 生され る こ と になるだ ろう｡

彼の 物語 ､ 作品 , ･ 書物の 構成 を想起すれ ば､ それが過去 へ と類推的に遡行し,
｢ 予期せ ぬ創造

17
+

の 起源を再発見 し､ 再生す る こ とを目的 とする ､ 照応関係をな して い るか らだ18 ｡ ｢ ああ ! 精

神の 太陽とい う感覚､ 私はそれ を 二 度 と見出 しえませ んで したが ､ 私は現在 もそ れを追求し ､

永遠に追求す るで し ょ う ｡ 一 瞬 で もあの 栄光 を再生す る ためなら ､ 私は全 生涯 をその 代償にす

る つ もりで す19+ ｡

『我が魂』 は ,
｢ 平 凡 な隠喰+ や象徴を産出す る と同時 に ､

これ ら の 織物で あり , またそれら

を駆使す る ことでそれ 自体 が形成 され る ､ 自己生産的, 自己言及 的な構築物 で ある ｡ 別言すれ

ば､ これは詩篇を創造す る 過程の 詩篇で ある と 同時 に , 創造主に よる創造主 の 創造でもあ るの

だ ｡ そ してす で に こ こに は ､ 詩人 ｢ レイ モ ン ･ ル ー

セ ル+ の血肉 となる要素 ､ 語嚢が規定 され

て おり､
さら に ､

こ の 詩人 の 言動 ､ こ の 詩 人にお ける諸現象 に根拠 と意味 とを賦与す る ｢個人

的な神話2 0+ で ある と同時 に ､ 現実を認識 し､ 対応す るための ｢ 純粋状態 の 規則2 1+ の 起源 とな

る の で ある ｡

帝人の死

L
'

偲 u V r e m O difi e l
'

a u t e u r .

( … ) II s e r e c o n s t r u it e n q u elq u e s o r t e tl n fo r m a t e u r

d e l
'

e n s e m bl e r6 a li s6 , q u i e s t u n m y t h e .

22

ル ー セル の代表作の 一 つ
､
『ア フリカの 印象』 (z m p p e s sl o n s d W T l

'

q u e , 1 9 1 0) は､ 同
一 の 祖

先から分裂 し, 長年抗争状態 にあっ た二 王家の統
一 を記念する聖別式か ら開始する ｡ 『無数の太

陽』 ( L & P o u s s J
'

d y e d e s S ol e l
'

1 s
,
1 9 2 6) は､ 故人 となっ た叔父 の 隠し遺産を探索す る物語 で ある

が ､ そ の道筋はすで に設定 されて い る ｡ 彼の 物語 は､ 冒頭で すで に何事 か が完結 して おり､ 一

貫 して そ こか ら現在 を照射す る過去の探求と再現 を目的として い る ｡ 換言す る なら, すで に秩

序 の確立 した ､ 静誰かつ 凍結 した世界が既在 して おり､ それが い か にして確立 されたかを解明

17
)
'

b )
'

d ･

, p ･ 2 3 ･

1 8
c f ･ M i c h el F o u c a u lt

,
R a J m O n d R o u s s el , G alli m a r d , 1 9 9 2 , p p . 1 0 1 - 1 0 2 .

｢ ル
ー

セ ル にあ っ て , 数々 の装置 ､ 上演 ､ 調教 ､ 武勲は ,
二 つ の 重要な神話的機能､ 結合する こと

と再発見す る こ とを遂行 して い る. ( 中略) 〔模倣は〕 結合する こ とと再発見する こ とを 一 体化する

最 も経済的な形態で ある ｡ 模倣する もの は ､ 実際､ 世界や 諸存在の 厚味､ 階級化 され た諸種 の数々

を横断し ､ モ デル の位置に到達 し ､ 自己にお い て こ の他者の 真実を再発見す る｡ + ( 強調原文)
19
R . R o u s s e l , C o m m e n t . . . , o p . cl£, p . 1 3 1 .

2 0
M ･
L ei ri s , o p . cl

'

t . , P . 7 9 .

2 1
l
'

bld ” p . 6 9 .

1 0 2



し ､ 解明す るその 技法や手腕を照明 し､ 隠蔽された光源 ､ すなわち潜在する ｢栄光+ を露見さ

せ る べ く して 露見 させ ､ 起結の 一 致する閉鎖的な円帝を描出 して は ､ そ の ように構成された こ

の 秩序の 均衡を追認する の が ､ 微小 な相違 はあれ ども ､ 多かれ少なかれその 骨子 とな っ て い る ｡

こ の 世界 ､ 整序 され ､ 固着された不動の 舞台とは反対に ､
『我が魂』 の そ れは , あえて 対比す

るな らば , 夢と現 の 交錯する , そ して 轟音 と酷暑 の 支配する混沌 の 世界である o こ の 混沌か ら

秩序 を生成す る過程 を媒介す る詩人は ､ ル ー セル の 場合 にあ っ て ､
｢ 現実 に順応す るため

23
+ ､

内部 と外部との 挟間 にお い て ､ 数多の創世神話の 英雄たちがそ うであ るよう に､ 両義的な存在

で ある こ とを余儀なく される ｡

( - ･ ) 成功 したことを確信 して い ない とい う､ まさ にそ の 一 点において ､ 人間は称賛と

名誉に執着す る ｡ 虚栄心の 根底 には謙虚があるの だ ｡ 称賛を追及する の は安堵す るためで あ

り ､ 世人の 熱烈な称賛で 囲続したがる の は , 自己 の 作品の おそ らく不十分な生命力を持続さ

せ るためで ある ｡ 早産の 新生児を綿布で く るむよう に ｡ 将来性 ､ 永続性の ある作品を創出 し

た と断固と して 確信 して い る人物は､ もはや称賛を歯牙 に もか けないの であ り ､ 自己を栄光

以上の もの だ と実感する の だ o 彼 はそれを保持 して い る と自覚 して い るか らで あり ､ 彼が実

感する歓喜は至高の 歓喜だか らである ｡ 2 4

ル ー

セル の遺著 『い か に して 私はある種の本を書いたか』 や ､ これに収載されたジャ ネ博士

の 著作の 引用を通読すれば､ ル ー セル - マ ル シヤ ルの発言におい て ､ 矛盾する箇所が散見され

るで あろう｡
一

方で , 世人の 賛否など歯牙 にもか けず, 超俗的な栄光の 先天的な内在を確信し

て い る詩人がおり, 他方で ､ ｢ 満場 一 致2 6+ の 称賛を､ 世俗的な栄蕃, 成功 を希求する詩人がい

る ｡ この 自家撞着から､ 彼岸と此岸との両棲的な存在 (模倣が これを準備 したの だ) を考察す

る に あたり､ 上述の 『我が魂』 の構成､ すなわち夢と現 との 相違を想起して みよう ｡ 第
一

部と

策二 部の 相違､ それは詩句を鍛造する職人たちと､ 衛士の 各地から参集し , 詩人 の 神技を讃美

する ｢ ル -

セ ル信奉者たち+ で あり ,
これらが彼 の詩篇を創作する ､ と先述 したが ､

これを別

箇の 観点か ら､ 詩人の 身体 を機軸と して着 目してみ る ｡

第二 部で は ､ これらの 不在 に よ っ て ､ 詩人は真夜中の 火焔を統御で きず､ むしろ作業それ自

体が成立せずに頓挫 し ､ 竪坑 - 脳内に 生起す る現象は混濁 し､ 絶え間なく場景が変転す るよう

に ､ 多方向へ と拡散する ので あるが ､ より厳密に いえば､ 夜中 ( 夢裡) に あっ て ､ 詩人の頭部

2 2
p ･ v a 16 ry , o p . cl t .

, p ･ 6 7 3 ･

2 8
M ･ L ei ri s ･

,
op ･ a

'

t ･
, p ･6 9 ･

2 4
R . R o u s s el

,
C o m m e n t . . .

,
o p . clt .

, p .1 3 1 . 原文は B e r g s o n の講演 L IY e a n d C o B S C)
'

e B C e よ りの引用 ｡
2 5
l

'

b 1
'

d ･ , p . 3 5 .

1 0 3



が , い わばそ の 主体の 支配か ら独立す る の で ある ｡ む しろ彼 の 頭部 ､
つ まり身体 は､ 元来詩人

の 支配か ら自律して い る の で あり ､ それゆえ ､ 自身の頭部を観察す る詩 人 とい っ た ､ 以下 の よ

うな主客の 錯綜が露呈 される ｡

I) a n s m a ti t e , e n m i n i a t u r e

O n s
'

i m a g l n e , a u S e i n d u n oi r,

U n m 昌m e g o u 放 e o 血1
'

6 c rit tl r e

G e r m e a u s si d u 血 a ti n a u s oi r . ( V 1 8 1 I 18 4)

E t d a n s m a t8 t e a u x ci e u x n oi r at r e s

M a i n 七e n a n t j e v oi s e n c o r m i e u x

L e f o y e r a u x 皿a m m e s r o u g e at r e s

V o mi r 白e s v e r s p r o d igi e u x . (V 2 2 9 - 2 3 2)

S u r l a p r of o n d e u r d e l
'

a b
^

1 m e

M o m c o r p s s e p e n c h e d e n o u v e a u ,

L 6 c h 6 p a r l a 且a m m e s u bli m e

Q u i s
'

61昌v e d e m o m c e rv e a u .( V 3 5 3 - 3 5 6)

『我が魂』 は､ もう 一 人の詩人 を登 場 させ る ことで ､ 創造の営為 ､ 過程その もの を対象化し､

一 種の 即物的な内観 の劇場という様相 を呈 して い る ｡ 詩句を産出す る竪坑 の 火焔は ､ 彼自身の

脳髄で もある わけだが ､ こ こで は内外 の 境界が無効化さ れ 詩人 の 内面 を外面化 して い る様子

が看取され よ う｡ 既述 したよう に ､ これ は詩人の 身体を媒介 とす る世界 の創造の 神話で あり ､

さ らに既存の 秩序 を混 沌と して把握 し ( ル
ー

セ ル は現実の あらゆ る変化 を忌避 して い た - 後

年, ル ー セルはジャ ネ博士 に ､ ｢ 作品は現実の もの を 一 切内包して はな らな い26 + と述懐する) ､

これを再創造す る営為 ､ 過程で ある と同時に , 詩作の主体 (詩人 の 主体で はなく) その ものを

再構築する行為 ､ 過程 で もある ｡ これら職人たちとル ー セル信奉者たちは ､ 創造する行為の
一

部 として統合されて い る のだ ｡ ( それ ゆえに ､ r o u s s el と 1a t r e s とは不可分なの で あり , その 結

合は必然なの で ある ｡) 詩人は世俗的な称賛を希求 して い たの で は なく ､ すで に こ れ は ｢ 我が請

篇, 我が栄光､ そ して 私+ を構成す る 一 部な の で ある o

2 6
]
'

b 1
'

d
” p ･ 1 3 2 .

1 0 4



P o u rt a n t p e n d a n t q u e j e t r a v ai ll e ,

P a rf oi sj e l占v e u n p e u l e g y e u x

S u r l a f o u l e , q u a n d m a t r o u v aill e

M
'

6b l o u it e n c o r d e s e s f e u x . ( V 2 8 9 ･ 2 9 2)

E t g r a c e 畠. 1 e u r a r d e u r n o u v ell e

3 e p u i s l a i s s e r t o u t s o n e s s o r

ヽ

A l a fl a m m e q u i d e v i e n t t ell e

Q u e m o m o r g u eil s
'

a c c r o
^

1t e n C O r . (V 5 29 - 5 3 2)

そ して ル ー セ ル は
､ 詩人を火葬する こ とで ､ 夜を､ 夢を追放す る ｡ それ と同様 に ､

｢ 両翼を実

感す る+ ( s e n t a n t d e s ail e s) 彼は ､ 夜の ､ 夢の 身体 ,
｢ 卑俗な身体+ ( c o rp s v il s) を排除す る

の で ある ( 追求す べ き は ｢精神の 太陽+ で ある こ とを想起す べ きで あろ う) ｡ ｢ 咲笑する素人+

が存在す る夜 と夢を介在させ る と ､ 自律的な秩序は撹乱 され ､ 瓦解す る ｡ これらは ｢世界を遍

照する+ 栄光を隠蔽し ､ ｢ 額の 星+ を被覆して しまうの である ｡ 火 と水 とが相克す る ように ｡

- それ以上 に ､ 栄光の 光源 へ の 遡及を阻害し ､ こ の 秩序の 悉意性を暴露す る 一 栄光の絶対性

を殿均す る ｡ 夜を太陽で掩蔽する こ とは ､ すなわち秩序 の 悉意性 を掩蔽する ことで あり ､ 詩人

の 身体 における両義性の 義動を制御す る こ とである ｡ そ して こ の 詩篇に即 して い えば､ 夢の 聞

入 は世界の 解体 と同時に新生を招来す る｡ 陽光 と栄光 とに 囲続された悪夢､ 第 一 部と第三部と

の 間に挿入された第二 部は､ 詩人の 墜落によ っ て閉幕す るが ､ 彼が深淵に墜落し ､ そこか ら復

活す る ( 覚醒する) という挿入詩は ､ まさ しく入れ子構造 ( m i s e e n a も王m e) をなすこ とが約

束されて い るの で ある ｡

E n fl n e n t O m b a n t , j e m
'

6 v eill e

L e fr o n t t o u t c o u v e rt d e s u e u r

E t d a n s m a ch a m b r e oも t o u t s o m m eill e

L e j o u r m et d阜ja s a l n e u r . (V 5 0 9 - 5 1 2)

帝人の再生

2 7
p ･ v a16 r y , o p . cl t.
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太陽 に守護された真昼 の 詩人は ､ 秩序を樹立し ､
これを反復 し ､ 追認す る創造主 と して再生

する . しか し周知の よ うに ､ こ の 太陽を埋蔵する義盛- 泡盛の d 6 c . . 1 V ri r には ､ なお数年間の

探鉱の 時期が必要で あっ た ｡ 爾来 ､ 彼 の 作品 には ｢ 無数の 太 陽+ が点綴され ､ 埋設 される こ と

にな るが､ そ の 太陽 とは , 無論 ,
｢ 軽妙 ､ 尊大な機械で あり , それ らす べ て の 中}L l にあ る , 至高

の 手法2 8+ で ある ｡

そ れは 巨大な塵竣の 雲塊で ､ 無数 の 粒子で 構成され ､ そ の 一

粒
一

粒が ､ 諸々 の 宇宙の 渦巻く

太陽系の中心だ ｡ これら数百万 の 太陽 の 多くは , 我々 の そ れ よりずっ と巨大 で ､ 激烈で ､ 灼

熱して い て , 輝映 して い て ､ 強 力なんだ ! - ･

｡ そ して これ ら数百万 の 太 陽の そ れぞれが

何らかの中心なんだ ! ･ ･ ･

o
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『無数の太 陽』 の 恋人たちを結合す る太陽､ 火 と水 とを和解さ せ ､ ｢ 事 実の 方程式+ を現 出さ

せ る手法が こ の世界に 導入される こ とで , 座標軸が設定され ､ 四 方 へ と拡 散する想像力 ( ル ー

セル は ｢私に とっ て は想像力がす べ て で ある3 0+ と表 明 して い争が ､ それ はこ の座標軸があっ

て こそ の も の で あ ろう) に は方向性が賦与 され ､ それを論理的 に解決する こ と ､ そ して類推 に

よ る起源 へ の 遡行 と再現とが 可能 とな る ､ 自閉的な神話的空間が成立 し ､ ル ー セル は それをま

ねび ､ 再生しつ づける ことに なる ｡

しかしこれ らの 太陽が ､ 宇宙の 深淵にあっ て は相対 的な 中心で あり , また これらが恋人たち

に眺望され る q)tま, 晴夜にお いて で あ るように ､ そ して また ､ 後年 ､ 何 重もの 括弧によ っ て 囲

続される 『新ア フリカの 印象』 の 詩節の ように , もう 一

つ の 遮献物､ もう 一 つ の 括弧が追加さ

れて い る こ と を失念す べ きで はあ るまい . 『ヴィ クトル ･

ユ ゴ ー の 魂』 と改題され ､ 前掲の 書物

に併載され ､ 死 の直前に 再刊 ( 再生) され た､ 詩人を創造 し ､ 火葬し ､ 再生す る詩篇 『我が魂』

には ､ 若干 の 詩句の 変更 ( r o u s s el は 1at r e s か ら分断され , ｢ こ の名前 ､ レイ モ ン ･ ル
ー

セ ル+

が 珠消さ れて い る) が なされ ､ 以下 の ｢ 三行 の 序文
31
+ が 冒頭 に配 置 さ れて い る ｡ ｢ 最後の

結末圭転軌 を創作 してか ら就眠する彼は ､ こ こ で悪夢からの覚醒を ､
｢ 死後の 開花+ の布石を

シ

準備して い たので はないだ ろうか ｡

一 夜, 私ほ夢路で , 文机で詩作す る ヴィ ク トル ･ ユ ゴ ー と避近 した ｡ 以下は私が彼の 肩越

しに前傾して 披読したもの で あ る ｡
32
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